
千
里
山
に
私
立
中
学
校
旧
制
が
あ

っ
た
島
学
園
千
里
山
中
学千里山住宅地の北西， i第二噴水|の彼方，坂道を下った

山あいの地にあった千里山中学位開校以来10年を経て

廃民この校舎は吹田第一中学に転用個 25年~38

年)。現在 この校舎跡tD-I\. ~ーケッ トイオン南千里庖が開業

昭
和
十
五
年
三
月
二
十
二
日
付
の
朝
日
新
聞
は
次
の
よ
う
な

記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

大
阪
近
郊
千
里
村
に
設
立
の
千
里
山
中
学
(
理
事
長
島
安
兵

衛
氏
)
は
，
二
十
日
付
で
文
部
省
か
ら
設
立
許
可
が
あ
っ
た
の
で
，

生
徒
募
集
に
着
手
，
四
月
十
日
か
ら
仮
校
舎
で
開
校
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

募
集
人
員
は
二
五

O
名
で
，
本
月
二
十
六
日
ま
で
入
学
願
書

を
受
付
け
，
二
十
七
日
か
ら
ら
三
日
間
人
物
考
査
，
身
体
検
査
を

行
い
，
三
十
一
日
合
格
者
を
発
表
す
る
。
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こ
う
し
て
島
学
園
千
里
山
中
学
は
，
千
里
山
の
地
で
開
校
し

ま
し
た
が
，
こ
の
学
校
の
歩
み
に
は
予
期
し
な
い
事
態
が
起
こ

り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
戦
後
ま
も
な
く
経
営
難
を
理
由
に
吹
田

市
に
買
収
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
が
あ
り
，
新
学
制
に
基
づ
い

て
吹
田
市
立
千
里
山
高
校
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
が
，
昭
和

二
十
五
年
に
廃
校
と
い
う
経
過
で
す
。

編
集
部
で
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
追
及
す
べ
く
，
千
二
小
卒

業
生
で
千
里
山
中
に
在
学
さ
れ
た
木
谷
彰
良
氏
に
執
筆
を
依
頼

し
，
同
時
に
東
谷
勝
司
先
生
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。



母
校
を
憶
-
つ

教
育
改
革
と
千
里
山
中
の
変
遷

十
四
回
生

木
谷

彰
良

1 

は
じ
め
に

本
年
一
月
，
千
里
山
会
・
会
誌
編
集
担
当
の
萩
原
直
大
様
よ

り
，
私
及
び
弟
・
彰
宏
に
対
し
同

一
文
書
に
よ
る
手
紙
を
頂
き
，

又
，
千
二
小
の
級
友

・
柿
崎
異
吾
兄
よ
り
，
千
里
山
会
の
概
要

と
そ
の
活
動
等
に
つ
い
て
の
説
明
と
，
萩
原
様
よ
り
要
請
が
あ

れ
ば
協
力
し
て
欲
し
い
と
の
電
話
を
お
受
け
し
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
は
，
お
よ
そ
四
十
年
ぐ
ら
い
の
歴
史
を
も
っ
千
里

山
会
。
昨
年
は
第
十
四
回
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
と
第
十
三
回

会
誌
の
配
布
。
本
年
度
は
，
八
月
目
途
に
第
十
四
団
会
誌
編
集

・

配
布
の
予
定
。
つ
い
て
は
，
か
ね
て
よ
り
特
集
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
「
私
立
島
学
園
千
里
山
中
学
校
及
び
同
高
校
の
経
緯
」

に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
と
の
事
で
す
。

何
し
ろ
六
十
余
年
の
昔
の
こ
と
，
現
行
六
・

三
制
の
学
校
制

度
改
革
に
伴
う
も
の
で
あ
り
知
り
得
る
範
囲
で
お
応
え
し
た
い

加
味
す
れ
ば
京
都
で
の
生
活
は
す
で
に
六
十
年
を
超
え
た
こ
と

と
な
り
す
っ
か
り
京
都
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

3 

学
校
教
育
関
係
法
令
と

「
六
・
三
・
三
・
四

制
」
に
つ
い
て

千
里
山
中
学

・
同
高
校
の
経
緯
等
を
検
証
す
る
た
め
に
は
学

校
教
育
関
係
法
令
の
理
解
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
広
辞
苑
に
は

「
教
育
基
本
法
」
に
つ
い
て
「
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
基
づ
き

第
二
次
大
戦
後
の
新
し
い
日
本
の
教
育
の
根
本
理
念
を
確
定
し

た
法
律
」

|
(
1
9
4
7
年
制
定
)
。

「
教
育
の
目
的
，
教
育
の
方
針
，
教
育
の
機
会
均
等
，
義
務
教

育
，
男
女
共
学
，
学
校
教
育
，
社
会
教
育
，
政
治
教
育
，
宗
教

教
育
，
教
育
行
政
を
規
定
，
教
育
法
令
の
基
本
を
な
す
」
と
解

説
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
教
育
基
本
法
に
基
づ
き
学
校
制
度
の
基
本
を
定
め
た
法

律
と
し
て
「
学
校
教
育
法
」
が
1
9
4
7
年
に
制
定
さ
れ
戦
後

の
学
制
改
革
と
し
て
六
・

三

・
三

・
四
制
が
導
入
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

結
論
と
し
て
修
学
期
限
は
義
務
教
育
と
し
て
小
学
校
六
年
，

と
思
い
ま
す
。
冗
漫
・
時
系
列
な
ら
ぬ
無
系
列
・
記
憶
違
い
の

乱
文
，
お
許
し
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
.
自
己
紹
介

私
，
キ
タ
ニ

・
ア
キ
ラ
，
出
自
は
1
9
3
1
年
(
昭
和
六
年
)

大
阪
市
。
注
(
以
下
年
号
は
，
西
暦
と
日
本
元
号
を
適
宜
使
用

し
ま
す
。
)
嬰
児
の
噴
，
当
時
大
阪
府
三
島
郡
大
字
千
里
村
(
現

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
)
へ
転
居
。
昭
和
十
二
年
に
義
務
教
育

の
千
里
第
二
尋
常
小
学
校
入
学
，
同
十
八
年
卒
業
。
以
降
旧
制

の
私
立
千
里
山
中
学
校
を
経
て
同
じ
く
旧
制
の
大
阪
市
立
都
島

工
業
専
門
学
校
を
昭
和
二
十
六
年
三
月
に
卒
業
。
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職
歴
と
し
て
は
，
昭
和
二
十
六
年
九
月
に
京
都
市
へ
就
職
。

土
木
技
術
者
と
し
て
平
成
元
年
三
月
ま
で
の
三
十
七
年
七
ヵ
月

の
公
務
員
生
活
。
そ
し
て
平
成
十
四
年
ま
で
大
手
銀
行
系
列
の

不
動
産
企
業
で
調
査
業
務
に
従
事
。

現
在
は
年
金
生
活
の
後
期
高
齢
者
。

私
，
今
年
傘
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
八
十
年
間
の
う
ち
誕
生
か

ら
千
里
山
の
居
住
は
二
十
九
年
間
，
京
都
で
の
そ
れ
は
五
十
一

年
間
。
な
お
，
千
里
山
で
居
住
，
京
都
で
の
仕
事
の
九
年
間
を

中
学
校
三
年
，
そ
の
上
に
高
等
学
校
三
年
，
大
学
四
年
と
し
て

お
り
ま
す
。

こ
こ
で

一
番
大
き
な
改
革
は
と
問
わ
れ
れ
ば
1
9
0
7
年

(
明
治
四
十
年
)
以
来
の
義
務
教
育
六
年
修
業
を
，
中
学
校
の

三
年
修
業
を
加
え
計
九
年
に
拡
大
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
参
考
と
し
て
各
学
校
の
現
行
法
の
役
割
等
に
つ
い
て

そ
の
歴
史
を
振
り
返
り
検
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育
法
第
二
章
第
十
七
条

*
小
学
校

1
8
7
2
年
(
明
治
五
年
)
公
布
の
学
制
以
来
の

初
等
教
育
機
関
。
学
校
教
育
法
に
よ
り
修
業
年
限
六
年
。

注
(
発
足
時
四
年
)

満
六
歳
よ
り
満
十
二
歳
ま
で
の
学
齢
児
童
の
修
学
を
法
律
上

で
義
務
づ
け
て
い
る
。
現
行
法
上
で
は
尋
常
小
学
校
の
尋
常

と
高
等
科
の
文
字
は
消
え
，
単
に
小
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
は
1
8
8
6
年
(
明
治
十
九
年
)
初
め
て
制
定
。
義

務
教
育
の
修
業
年
限
四
年
。
1
9
0
7
年
(
明
治
四
十
年
)

一
部
改
正
。
修
業
年
限
六
年
。
1
9
4
7
年
(
昭
和
二
十
二

年
)
学
校
教
育
法
制
定
に
よ
り
現
在
に
至
る
。

な
お
，
第
二
次
大
戦
の
終
末
期
に
「
国
民
の
基
礎
的
鍛
錬
を

目
的
」
と
し
て
，

1
9
4
1
年
(
昭
和
十
六
年
)
乃
至
1
9

4
7
年
(
昭
和
二
十
二
年
)
に
小
学
校
に
代
え
て
「
国
民
学
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校
」
が
制
定
さ
れ
た
。
私
達
年
代
は
こ
れ
に
該
当
し
，
小
学

校
は
入
学
し
て
い
な
い
，
ま
た
は
小
学
校
を
卒
業
し
て
い
な

い
と
ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ほ
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

学
校
教
育
法
第
三
章
第
三
十
五
条

*
中
学
校
小
学
校
の
教
育
を
基
礎
と
し
て
，
中
等
普
通
教
育

を
施
す
学
校
。
修
業
年
限
三
年
で
小
学
校
六
年
と
と
も
に
義

務
教
育
。

学
校
教
育
法
第
四
章
四
十
一
条

*
高
等
学
校
中
学
校
教
育
の
基
礎
の
上
に
高
等
普
通
教
育
お

よ
び
専
門
教
育
を
施
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
校
。

1
9
4
8
年
(
昭
和
二
十
三
年
)
設
立
。

学
校
教
育
法
第
五
章
第
五
十
二
条

*
大
学
学
術
の
研
究
お
よ
び
教
育
の
最
高
機
関
。
1
9
1
8

年
(
大
正
七
年
)
大
学
令
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
，

第
二

次
大
戦
後
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
い
て
設
置
。

注
小
学
校
，
中
学
校
，
高
等
学
校
の
語
尾
は
校
で
す
が

例
(
千
里
第
二
小
学
校
等
)
大
学
は
法
制
上
こ
れ
を
つ
け

な
い
。
例
え
ば
関
大
は
関
西
大
学
で
あ
り
関
西
大
学
校
と
は

呼
称
し
な
い
。
法
制
上
大
学
校
と
云
う
の
は
「
省
庁
な
ど
行

政
機
関
が
管
轄
し
て
い
る
大
学
程
度
の
学
校
(
気
象
大
学
校
，

防
衛
大
学
校
)
な
ど
で
あ
る
。
」

の
(
私
)
が
昭
和
二
十
三
年
卒
業
，
従
っ
て
一
期
生
は
昭
和
二

十
年
卒
業
。
(
昭
和
十
九
年
度
生
)
五
年
間
の
修
業
期
限
を
遡
れ

ば
昭
和
十
五
年
四
月
入
学
と
な
り
ま
す
。

第
二
次
大
戦
終
結
時
に
，
旧
制
中
学
校
の
修
業
年
限
(
五
年
)

が
(
四
年
)
と
な
る
。
二
十

一
年
三
月
の
卒
業
予
定
者
が
，

二

十
年
三
月
に
卒
業
し
て
い
る
。
戦
後
，
元
の
五
年
に
戻
る
。

「
吹
田
市
政
七
十
年
史
」

の
教
育
関
係
年
表

注
(
国
)
は
固
な
ど
の
動
き

1
9
4
7
年
(
昭
和
二
十
二
年
四
月
)
教
育
基
本
法
施
行
。
(
国
)

六
・

三

・
三

・
四
制
の
男
女
共
学
制
。

国
民
学
校
は
小
学
校
に
。
新
制
中
学
発
足
(
国
)

1
9
4
8
年
(
昭
和
二
十
三
年
四
月
)
学
校
教
育
法
施
行
(
国
)

1
9
4
9
年
(
昭
和
二
十
四
年
四
月
)
旧
千
里
山
中
学
校
を
買

収
し
，
第

一
中
学
校
独
立
校
舎
に
移
転
。
市
立
千
里
山
高
校
開

校1
9
5
0
年
(
昭
和
二
十
五
年
三
月
)
市
立
千
里
山
高
校
廃
校

1
9
5
0
年
(
昭
和
二
十
五
年
四
月
)
府
立
吹
田
高
校
開
校

な
お
学
校
教
育
法
の
施
行
が
昭
和
二
十
三
年
四
月
と
示
さ
れ

4
.
私
立
千
里
山
中
学
校
・
同
高
等
学
校
の
経
緯
等
に

つ
い
て

千
里
山
中
学
校
の
正
式
名
称
に
「
私
立
島
学
園」

い
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

私
の
千
里
山
中
学
の
経
緯
は
，
四
期
生
と
し
て
，
昭
和
十
八

年
入
学
，
同
二
十
三
年
卒
業
の
旧
制
度
最
後
の
卒
業
生
で
す
。

第
二
次
大
戦
終
結
後
の
学
校
制
度
の
改
革
，
そ
の
真
つ
只
中

で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
も
あ
り
ま
し
た
が
，
千
里
山
中
学
校
卒
業

後
，
同
校
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
全
く
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
ひ
と
つ
千
里
第
二
小
学
校
の
進
路
が
吹
田
市
立
吹
田
第

一

中
学
校
と
な
り
ま
し
た
が
，
校
舎
が
な
く
他
の
小
学
校
と
の
併

設
や
二
部
授
業
で
し
の
い
で
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

昭
和
十
五
年
に
市
制
を
敷
い
た
吹
田
市
の

「吹
田
市
政
七
十

年
史
」
の
教
育
関
係
の
年
表
を
ひ
も
と
き
(
後
記
)
検
証
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
も
っ
て

「島
学
園
」
の

「島
」
の
由
来
l
創
設
者

「島

安
兵
衛
氏
」
は
大
阪
船
場
の
老
舗
・
大
庖
の
オ
ー
ナ
ー
。
四
年

生
か
，
五
年
生
の
と
き
，
校
長
を
併
任
さ
れ
我
々
を
指
導
。

創
立
年
次
昭
和
十
五
年
と
推
定
。
根
拠
と
し
て
，
四
期
生

の
冠
が
つ
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て
い
ま
す
が
，
吹
田
市
政
七
十
年
史
本
文
|
教
育
制
度
の
礎

ー
に
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日
，
本
市
初
の
中
学
校
が

開
校
し
た
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
矛
盾
を
感
じ
ま
す
。

参
考
と
し
て
，
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法
の
公
布
と
施

行
は
，
次
の
様
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
育
基
本
法
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十

一
日
公
布
法
律
二

十
五
号

附
則
こ
の
法
律
は
公
布
の
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る

学
校
教
育
法
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十

一
日
公
布
法
律
二

十
六
号

附
則
九
十
三
条
こ
の
法
律
は
昭
和
二
十
二
年
四
月

一
日

か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る
。
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*
な
ぜ
一
年
間
だ
け
の
高
等
学
校
設
立
か

吹
田
市
政
七
十
年
史
で
記
述
の
と
お
り
，
吹
田
市
立
高
等
学

校
が
昭
和
二
十
四
年
四
月
に
開
校
，
昭
和
二
十
五
年
三
月
に
廃

校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
故

一
年
限
り
な
の
か
。
一

見
奇
異
に

感
じ
ら
れ
る
が
制
度
上
当
然
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
の

入
学
資
格
を
保
証
す
る
措
置
，
す
な
わ
ち
旧
制
度
五
年
で
得
ら

れ
た
資
格
が
，
新
制
度
で
は
中
学
三
年
，
高
校
三
年
の
計
六
年

と
な
り
，
こ
の

一
年
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
た
と
考
え
ま
す
。



な
お
昭
和
二
十
五
年
三
月
廃
校
の
市
立
千
里
山
高
校
に
代
え
て

大
阪
府
立
吹
田
高
校
が
同
年
四
月
に
開
校
し
て
い
ま
す
。

参
考
と
し
て
根
拠
法
律
で
は

「
学
校
教
育
法
第
玉
十
六
条
大
学
の
入
学
資
格
(
要
旨
)

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
若
し
く
は
通
常
の
課
程
に
よ
る

十
二
年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者

・
・
・
・
・

以
下
略
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

な
お
，
本
制
度
の
該
当
者
は
千
里
山
中
学
第
五
期
生
で
，
そ

の
経
緯
は
次
の
通
り
で
す
。

昭
和
十
九
年
四
月
旧
制
度
中
学
入
学
，
昭
和
二
十
二
年
三
月

新
制
度
中
学
卒
業
修
業
年
間
三
年

昭
和
二
十
二
年
四
月
新
制
度
高
校
入
学
昭
和
二
十
四
年

三
月
新
制
度
高
校
二
年
修
業
修
業
年
間
二
年

昭
和
二
十
四
年
四
月
新
制
度
高
校
三
年
，
昭
和
二
十
五
年
三

月
新
制
度
高
校
卒
業
修
業
年
間

一
年
|
|
こ
の
間
に
昭
和

二
十
四
年
四
月
旧
千
里
山
中
学
校
を
買
収
し
て
，
市
立
千
里

山
高
校
開
校

昭
和
二
十
五
年
三
月
同
校
廃
校

私
が
五
年
間
学
ん
だ
旧
千
里
山
中
学
校
の
校
舎
そ
の
も
の
と
思

え
ま
す
。
な
つ
か
し
さ
が

一
杯
で
す
。
(
編
集
部
一
巻
頭
の
写
真

で
す
)

な
お
，
旧
千
里
山
中
学
校
周
辺
の
現
状
は
，
千
里
ニ
ュ
!
タ

ウ
ン
の
開
発
や
，
万
国
博
覧
会
等
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
校
舎
群
は
す
べ
て
解
体
さ
れ
当
時
の
面
影
は
残
し
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
す
o
l
-
-
私
は
現
状
を
知
り
ま
せ
ん
。
(
編
集
部
一

現
在
は
イ
オ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
)

本
稿
は
教
育

・
学
校
法
令
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

何
年
ぶ
り
か
に
六
法
全
書
を
ひ
も
と
き
広
辞
苑
の
助
け
を
借

り
拙
文
を
ま
と
め
ま
し
た
。
長
々
の
お
付
き
合
い
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
た
，
吹
田
市
政
七
十
年
史
等
を
お
貸
し
頂
き
ま
し
た
義
弟

「
山
下
欣
男
」
さ
ん
|
(
千
里
山
中
学
と
は
関
係
な
し
)
|
を

初
め
ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
筆
を
と
ど
め

ま
す
。

(

{

元

)

5
.
脱
稿
に
当
た
っ
て

千
里
山
中
学
校
。
私
は
旧
制
度
で
五
年
間
学
び
ま
し
た
。
兄

(
故
人
)
は
二
期
生
と
し
て
前
頁
上
段
で
紹
介
の
繰
上
げ
卒
業

生
で
四
年
間
修
業
し
ま
し
た
。

ま
た
，
弟
は
公
立
の
吹
田

一
中
生
と
し
て
，

二
年
生

・
三
年

生
の
時
を
私
立
千
里
山
中
学
校
舎
で
学
び
ま
し
た
。

本
当
に
浅
か
ら
ぬ
運
命
の
出
会
い
で
し
た
。

当
事
者
で
な
け
れ
ば
知
り
得
ぬ
事
も
色
々
有
り
ま
す
。

ア

市

立

吹

田

一
中
が
，
開
業
中
の
私
立
千
里
山
中
学
の
校

舎

・
施
設
を
利
用
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
両
者
間
で
ど
の

様
な
形
で
運
営
し
た
の
か
。

例
校
舎
等
の
分
割
利
用

か
，
共
同
利
用
か
。

イ
.
旧
制
度
で
試
験
に
合
格
，
五
年
間
の
担
保
を
得
た
千
里
山

中
学
生
が
三
年
で
放
り
出
さ
れ
る
。
進
路
を
高
校
へ
と
定

め
る
者
へ
の
救
済
措
置
と
し
て
の
私
立
千
里
山
高
校
と

言
う
も
の
が
あ
っ
た
の
か
否
か
。
入
学
試
験
の
有
無
は
。

な
ど
な
ど
。

ー 40-

吹
田
市
政
七
十
年
史
に
学
校
の
校
舎
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
校
名
は
旧
第

一
中
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
が
，
そ
の
実
，

一
中
と
千
里
山
高
校
の
校
舎
問
題

東
谷

勝
司
先
生

昭
和
二
十
二
年
，
六
三
制
新
教
育
が
ス
タ

一
|
ト
。
新
制
中
学
が
発
足
し
た
(
新
制
高
校

は
一
年
後
三
し
か
し
全
国
的
に
中
学
の
施

設
・
教
員
の
確
保
も
つ
か
ず
教
異
教
材
も
整

わ
ず
[
何
も
な
い
中
か
ら
の
出
発
]
で
あ
っ

た
。
吹
田
市
で
も
中
学
校
の
独
立
校
舎
は
用

意
出
来
ず
.
千
二
・
吹
ニ
・
豊
津
小
卒
業
生

が
進
学
す
る
一
中
は
，
吹
一
小
学
校
に
間
借

り
し
て
開
校
し
た
。
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一
中
を
千
里
山
中
校
舎
へ

こ
の
変
則
的
な
教
育
条
件
を
解
消
す
べ
く
，
二
年
経
っ
た
二
十

四
年
度
，
市
当
局
は
先
に
買
収
し
た
千
里
山
中
学
の
校
舎
へ

一
中

を
移
転
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
千
里
山
中
学
は
新
制
高
校
と

な
り
，
生
徒
は
そ
の
ま
ま
在
籍
し
て
い
る
わ
け
で
，

一
中
が
移
転

し
て
き
で
も
使
用
で
き
る
教
室
は
わ
ず
か
四
教
室
。
こ
れ
で
は

一

中
の
校
舎
問
題
は
解
決
で
き
な
い
。
や
む
な
く
昭
和
二
十
四
年
中



に
既
に
廃
校
と
な
っ
た
私
立
桜
蘭
女
学
校
跡
(
千
里
山
東
一
丁

目

・
後
に
千
二
小
の
分
校
)
を
買
収
し
，
そ
こ
へ
千
里
山
高
校
を

移
転
し
て
も
ら
う
と
い
う
計
画
を
た
て
た
が
，
千
里
山
高
校
の
保

護
者
会
，
同
窓
会
の
反
対
が
あ
り
実
現
し
な
か
っ
た
。
計
画
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
当
局
は
，
当
分
一
中
生
徒
を
千
里
山
高
校
校

舎
と
桜
蘭
女
学
校
跡
に
分
散
通
学
さ
せ
る
こ
と
と
し
，
こ
の
間
に

次
の
方
策
に
着
手
し
た
。
そ
の
方
策
と
は
二
十
三
年
の
新
制
高
校

発
足
に
合
わ
せ
て
吹
田
市
に
新
し
く
府
立
高
校
を
誘
致
し
，
そ
こ

に
千
里
山
高
校
生
を
入
れ
，

一
中
の
独
立
校
舎
を
確
保
し
よ
う
と

い
う
も
の
。
市
は
大
阪
府
に
陳
情
を
繰
り
返
し
，
漸
く
府
も
建
設

に
ふ
み
き
り
，
昭
和
二
十
五
年
岸
部
の
地
に
府
立
吹
田
高
校
開
校

の
段
取
り
と
な
る
。
し
か
し
千
里
山
高
校
の
生
徒
を
入
れ
て
も
ら

う
問
題
は
府
教
委
が
認
め
ず
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

千
里
山
高
校
は
廃
校

生
徒
は
府
立
高
校
に
編
入

そ
こ
で
市
当
局
は
「
高
校
学
区
制
に
よ
っ
て
生
徒
を
そ
れ
ぞ
れ

の
学
区
の
府
立
高
校
へ
転
入
さ
せ
る
」
ょ
う
府
教
委
に
交
渉
し
「
各

府
立
高
校
長
が
了
承
す
れ
ば
そ
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
よ
い
」
と

の
言
を
得
て
，
府
下
全
域
よ
り
通
学
し
て
い
る
千
里
山
高
校
生
徒

の
出
身
学
区
を
調
査
し
，
各
府
立
高
校
長
を
訪
ね
説
得
を
続
け
，

困
難
な
対
応
の
中
で
先
ず
茨
木
高
校
長
の
了
解
を
と
り
，
次
い
で

春
日
丘

・
大
手
前

・北
野
・
池
田
・

豊
中
各
高
校
長
が
了
解
し
た
。

次
い
で
千
里
山
高
校
生
徒
と
保
護
者
に
，
地
域
の
府
立
高
校
へ
試

験
を
受
け
て
編
入
し
て
も
ら
う
こ
と
を
か
な
り
抵
抗
を
受
け
な
が

ら
説
得
し
，
結
果
と
し
て
全
生
徒
を
各
府
立
高
校
に
入
学
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
，
千
里
山
高
校
は
廃
校
と
な
っ
た
。

そ
し
て
吹
田
一
中
は
独
立
校
舎
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

(

宇

ん

)

集
部
か
ら
の
お
願
い
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木
谷
彰
良
様
や
東
谷
勝
司
先
生
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
，
念
願

の
「
私
立
千
里
山
中
学
(
島
学
園
)
」
に
つ
い
て
概
要
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

是
非
ど
な
た
か
に
，
引
き
続
き
千
里
山
中
学
校
時
代
の
思
い
出

を
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

併
せ
，
桜
蘭
女
学
校
(
千
二
小

・
分
校
)
に
つ
い
て
も
在
学

・

在
学
さ
れ
て
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
ど
な
た
か
に
語
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
，
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


